
第６回 “夢ブック”読書感想文コンクール入賞作品 

（感想文は、原文のまま掲載しています） 

 

【『夢』いっぱい賞（最優秀賞）】 

   南野上小学校  中北 聡太（なかきた そうた）さん 

「それしかないわけないでしょう」をよんで 

なかきた そうた  

 

このおはなしは、とてもおもしろかったです。だから、なんかいもよみました。「た

まごたまご」のところが、いちばんおもしろかったです。 

 みらいはいいなとおもいました。いろいろなみらいがあって、おもしろかったです。

まいにちあさごはんはういんなあのみらいがあったらいいな。ぼくがかんがえたのは、

「１にちは２４じかんしかないわけないでしょう。１００じかんあってもいいじゃな

い。」です。１００じかんあったら、もっとそとであそんだりいっぱいおてつだいした

り、のんびりすごしたりできるからです。 

 みらいは、ひとつしかないわけないってことが、はっきりわかりました。ぼくのみ

らいは、たのしくてげんきにくらせるみらいがいいな。 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【『夢』どきどき賞（優秀賞）】 

  大野小学校  芝 蓮翔（しば れんと）さん 

それしかないわけないでしょうをよんで 

しば れんと 

 

このほんは、いろんなみらいをかんがえるほんでした。おとなのかんがえるみらい

は、よいかわるいかしかないけど、どっちかじゃなくてかんがえるだけえらべるみら

いがあるとおもいました。ぼくがかんがえたそれしかないわけないことは、あめのか

わりにあめだまやいろんなおかしがふってくるみらいです。あめだとそとであそべな

くて、いやなきもちになるけどおかしがふってくると、みんなでたべたりたのしいき

もちになるからです。あたったらいたいので、やぶれないつよいかさがあればいいと

おもいました。それとごはんのかわりにフルーツだけをたべてもいいひがあったらい

いとおもいます。 

ぼくがおとなになったときも、えらべるみらいがいっぱいあったらいいとおもうの

で、おとなもこどももみんなでえらべるみらいをいっしょにかんがえたらいいとおも

います。 

 

  中野上小学校  谷口 稜（たにぐち りょう）さん 

ゴリラのくつやをよんで 

たにぐち りょう 

  

 わたしは、このゴリラのくつやさんが、どんなくつでもすぐにつくれるのがふしぎ

だなあと、おもったよ。 

 あるひ、シロクマさんが、「こおりのうえでもつめたくないくつ、できるかな。」と

いうと、「できるよ。」といって、スケートぐつをつくったので、かっこいいなあ、す

ごいなあと、おもったよ。 

 わたしがつくってほしいくつは、かかとのたかい、みずいろのかわいいくつだよ。 

 ゴリラのこどもは、そらをとべるくつがほしいというと、くろいくつにみずいろの

えのぐをぬってくれました。そして、ひこうきみたいに、そらをとばせてくれました。

おとうさんは、ちからもちでやさしいなと、おもったよ。 

 私のパパもやさしいよ。おもちゃばこやえほんをいれるたなをつくってくれたよ。

おいしいりょうりもつくってくれるよ。 

 ゴリラのおとうさんは、くつやさんなのに、どうしてじぶんのくつをつくらないの

かな。みんなのくつをつくるのがたのしくて、じぶんのくつをつくるのをわすれてし

まったんじゃないかとおもうよ。 

 こんどはどんなくつができるのかたのしみだな。ゴリラのくつやさんがんばってね。 



【『夢』きらきら賞（奨励賞）】   

  黒江小学校  宮下 葵（みやした あおい）さん 

やさしくすること 

みやした あおい 

 

 とうもろこしちゃんがとまとちゃんに、かみをゆってもらったところがこころにの

こりました。とうもろこしちゃんが、かわいくへんしんしたからです。 

 ゆってもらってかわいくて、おしゃれでした。かみのけがくるくるだったり、りぼ

んだったり、みつあみだったりして、すごくかわいかったです。 

 かみがながすぎて、すぐにこけてしまってみんなとたのしくあそべないからかわい

そうにというきもちでかみをゆってあげました。 

 わたしは、とまとちゃんのことをやさしいこだとおもいます。わたしは、とまとち

ゃんみたいにやさしくなりたいです。 

 やさしくして、みんななかよしになると、まいにちがっこうがたのしくなるとおも

います。まいにちのきゅうしょくも、もっとたのしくなるとおもいます。 

 

  巽小学校  平木 蓮司（ひらき れんじ）さん 

あめだま 

ひらき れんじ 

 

 ドンドンがあたらしいビーだまをかいにいきました。おおきさもかたちもいろいろ

なあめだまがありました。あめをたべたらふしぎなことがおこりました。みんなのこ

えがきこえました。 

 ドンドンはパパに「しゅくだいしたんか？」ときかれていました。おこりんぼうな

ところがおもしろいです。 

 ドンドンがざらざらしたあめをたべました。パパが「すきやすきや」いっているこ

えがきこえました。ぼくのおとうさんもぼくのことがすきです。ぼくもやさしくてか

っこいいおとうさんがすきです。ぼくのおとうさんはむしとりとかやきゅうをいっし

ょにしてくれます。 

 ぼくもあめだまをたべたいです。たからもののにんぎょうとはなしをしたいです。

そしてにんぎょうとあそびたいです。 

 

 


